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弁護士が語る！経営者が知っておきたい法律の話（第37回）
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働き方改革を政府が強力に推進する中、労働時間の削減が急務になっています。その際に、同時に注目されているのが
休憩時間などを含む拘束時間です。労働時間と拘束時間の関係や取り扱いについては、業種や勤務形態、あるいは企業
独自の慣習などもありますが、トラブルを招かないように、しっかり整理しておくことが重要です。

拘束時間には作業していない時間も含まれます。この作業していない時間を休憩時間か、手待（待機）時間と解釈するか
で賃金問題が発生します。解釈の違いによって労働時間が変わるため、賃金などの算出方法が変わり「ただ働き」や「残業
代不払い」というトラブルに発展する可能性があるのです。トラブルを未然に防ぐために、拘束時間、労働時間の定義と、休
憩時間、手待（待機）時間の解釈について説明します。

拘束時間、労働時間とは？

拘束時間と労働時間は何が違うのでしょうか。拘束時間は始業時刻から終業時刻までの全時間のことで、休息時間を含ん
でいます。これに対し、労働時間は業務を行っている時間のことです。つまり、拘束時間から休憩時間を除いた時間のこと
になり、実労働時間ともいいます。そして休憩時間は、拘束時間の途中で、労働から完全に開放されることが法律で保障さ
れている時間のことをいいます。言い換えれば、心身ともに休憩している時間のことです。

もし作業をしていなくても、電話が鳴れば応対しなければいけない、お客さまの来訪があれば接客をするというような状況は
休憩時間と見なされません。このように業務を行っていない時間を、手待時間（待機時間）といいます。手待時間とは、指示
があればすぐに作業をしなければいけない時間なので、労働義務を負っていると見なされるのです。手待時間は労働から
完全に開放されないので労働時間に加算されます。作業を行っていない時間を手待時間、休憩時間のどちらと解釈するか
により労働時間が変わるので、残業代などの賃金計算では重要なポイントになります。

労働時間と休憩時間の違い… 続きを読む
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